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地球磁場の日費4むが上層電離大築の題動に起因するといふ銑は平くから Gaussに依って提言さ

れ，その後 BnlfourStewar也に依って具鵠的に表現された．その後も種々研究され多くの方面か

らその可能性が認められる様にたった．叉磁第嵐に封ずる設も多〈論ぜられたが， S.Chapmanに

依って提言された中性電離徴粒子設は種々の反駁を避け得られる銑である．斯くの如〈地球磁場の

饗佑と大築の誼勤とは現今密接たる関係を有する様にたり，そのよ粒子流によって磁無嵐を説明す

るといふ事は，磁集嵐によって上居の無償の‘運動を促進するであらうといふ事を想像させる．即ち

太陽から放射される敏粒子流は地球牟径の撒倍の所まで到達する聞に磁築嵐を生やるのであるが，

とれ等粒子流は更に進んで大祭圏内に入り，その粒子の持つ迦動エネルギ｛を上唐大祭に熱として

奥へ，その震に大集分子の運動を活設にすると考へて見ゃう．上層大集分子の相嘗大きた謹動も地

上に於ける来歴に及ぽす影響は極く僅かで・あらか逆に上居大築に原因を有する地上講座の彼小艶

4ちでも，上居に於いては非常に大きた運動をたしてゐるものと考－へられる・

筆者はとの想像を正しいものとして統計法により地上鎮座と地球磁場鑓4むとの相関関係を求めて
見九割ち磁無嵐のある日と静穏注目に於ける策巌の日嬰化を統計し，その接稿を比較したのであ

る．

磁無援飢日及び静穏日としては園際磁無援胤日及び国際磁無静穏日を用ひた．材料は 1925年よ

り1935年までの 11年間の材料を中央集象基年報よりとって用ひた．

とれ等援創，a，静穂日は毎月5日宛定められてゐるが，とれ等の日の中地上京躍の擾鋭部ち低無
歴，高須11!の特に大きたものは統計結果を不正にするからとれを除外し，鎮座が大館平静と思はれ

るもののみを用ひて統計を行った時刻は中央標準時を用ひた．

一日の集盤の値は一般に0時と 24時で異るから，とれを等しくする震にO時と 24時の般の差

を12時を中心としてその前後に等分しそれ等の値を援劃，日，静穏日別々に時刻別に統計した．此

の接にして得た毎時の値を年，多，夏及び春秋の4ツに分け， 4S-に嵐する月を 1月， 2月， 11月，

12月とし，夏に属する月を 5月， 6月， 7月， 8月とし，残りの月を春秋の脅切らに入れた．

叉太陽黒勤極大並びに極小の年の2ツに会け極大の年を 1927~手から 1929 年とし，極小の年を

1933 ~手から 1935 年とした．

* On a Relation of Atomospheric Pressure岨 dVariation of Earth M1&gnetism. 
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結呆は園に示した．同園（a),(b), (c), (d), (e), (f）は夫々年， ~，夏，春秋並びに太陽黒鮎極大

及び極小の年の築盤日鑓4むを表はし，賞線

は磁無援甜，日，鈷線は磁無静穏自のもので

ある．向岡田（g）は地球磁領水平分力の磁

無援鼠日〈酷線〉及び静穏日〈脳級〉に於け Q.2 

る日鑓4むを表はすものである．

聞に於ける領軍の二曲線を比紋して見る

と何れも磁無援嵐，日に於ける無底の日鑓佑

銀幅は静穏日に於ける銀幅より大きい事が

わかる．唯太陽黒星占極大の年に於いては極

小の年に比較して判然とした結果が得られ

てゐない．とれは黒星占極大の場合には常に

大須の運動が活畿である鴬．磁無風によっ

て目立った艶4むをしない・とれに反し極小

の場合には大無の、運動が飴り活漉でたいか

ら磁第嵐によって大無の運動が促池される

と周立って現はれるものと考へられる．

以上の結果を綜合して考へると磁無嵐の

時に大鎮の運動が活遣になると考へた最初

の想像が正しいと，恩はれる．然し大築の溜

動が促也される原因に闘しては向考慮を必

要とする．最初想像した様に太陽から放射

された粒子流の持つエネルギー制換もるる

でおらう．叉嵐と同時に来る紫外線の影響

もあるで②らう．

とれ等の理論的考察は後報にゆづるもの

とし，今岡は唯統計結果のみを報告すると

ととした－．
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